
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人が「よりどころ」となることをめざして 

なごや 

           サポート通信 
Vol．20 

R5.3 よ り ど こ ろ 

     

若者よりそいサポート事業では、名古屋市内の児童養護施設等で暮らしている方のうち、施設等を出て大学

等へ進学する方に月額３万円の返還不要の生活資金を給付する事業「就学支援事業」を行っています。 

令和５年度から新しく就学支援を受ける方と卒業者向けの「激励＆お祝い会」を３月８日に開催しました！ 

若者よりそいサポート事業「就学支援」 

開催！ 

 
集合形式では
４年ぶり! 

日本福祉大学 
社会福祉学部 

花井さん 

日本福祉大学  
スポーツ科学部 

永田さん 

花井：大学の勉強は福祉に関することだったので、自分の 
生い立ちなどと向き合う期間になりました。ボランティア 
は小さいときに自分がお世話になった児童養護施設で活動 
しました。自分がお世話になった場所で、今度は自分が 
お世話する側になったのが感慨深かったです。 
また大好きな職員さんとそこで再会できたのも嬉しかったです。 

花井：学生でいられるのも最後だと思うので、自分の過去を振り返ったり、自分を見つめなおす期間にして

もらいたいです。また、ボランティア活動先の施設で職員さんと話せたのも良かったので、信用でき

る大人といっぱい話す時間を、社会に出る前に作れると良いかなと思います。 

永田：学生生活は時間がたくさんあると思います。今しかできない遊びや旅行、資格の勉強、またいっぱい

失敗してもいいのでいろいろチャレンジしてほしいです。何事にも一生懸命頑張ってください。 

どんな学生生活でしたか？ 

永田：初めての一人暮らしは、書類などのわからないことは施設に聞きながらも、楽しく過ごしました。
大学の勉強はもともと好きなことであり、また友人と協力し合えたので、苦ではなかったです。 
ボランティアは、初めは市総合リハビリテーションセンターで、途中から児童養護施設で働きたい
という夢ができたので児童養護施設に変更しました。自分のやりたいこと、楽しめそうなこと、成
⾧できそうなことで活動先を選びました。 

 

進学するみなさんへエールをお願いします！ 

卒業後の予定を教えてください！ 

永田：４月からは児童養護施設で働きます。施設退所者のアフターケアをしっかりとし、施設との懸け橋
のような存在になりたいです。 

花井：福祉学部でしたが、勉強していくなかで自分が何をしたいか見つかり、４月からは商社で働きます。 

Fight! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

なごや・よりどころサポート事業 事務局 

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会 地域福祉推進部 

〒462-8558 名古屋市北区清水四丁目１７の１ 名古屋市総合社会福祉会館５階 

TEL（052）911－3193 FAX（052）917-0702 

 
 Fight!  Fight! 

なごや・よりどころ 

次回のよりどころ通信では、「激励会＆お祝い会」の続きとして、令和５年度からの新規就学支援
対象者のみなさんと施設職員さんの激励の言葉を紹介します!ぜひご覧ください! 
（令和５年５月発行予定） 

卒業者２名、新規就学支援対象者９名、
施設職員６名にお越しいただきました! 
 

 
社会貢献推進委員会の 

山下委員⾧よりあいさつ 

 
意気込みなどを書いて 

もらいました! 

 

夢や目標に向かって頑張ります! 
資格取得に向けて頑張ります! 
何事も諦めずに頑張ります! 
笑顔で頑張ります! 
学校やめないように頑張ります! 

 


